
家相パート2
≪理想の家づくりをお客様と共に≫

家相盤には、まず八方位により北を示します

八方位だけでは細かな家相判断ができないので、八つの方向を

さらに三つずつに24等分しますこれを『二十四山方位』といいます

十二支（子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥）

十干（甲・乙・丙・丁・庚・辛・壬・癸・乾・坤・艮・巽）

他に九星（一白水星・二黒土星・三碧木星・四緑木星・五黄土星

六白金星・七赤金星・八白土星・九紫火星）

八卦（天・沢・火・雷・風・水・山・地）などを含みます。

こうなると何が何だかわからない、方位だけかと思っていたが、

干支が関係し、生まれた日、気象・人物・場所など実際には

家相盤とは、すべての事柄を含めたものです

各方位には意味があります、建物にふさわしい配置があります

だからと言ってすべて家相盤の通りですか？
家相を難しく考えるのは、ナンセンスです

自然にマッチした家が吉相で、いかに自然と調和しているか

日常の生活を大切に考え、必要に応じて家相を取り入れれば

必ず運気は上昇するとの思いを持ちましょう

良い家相のポイント

①東西に長い家

②寝室・子供部屋は北・東が良い

③屋根は水が溜まらない形がよい

④鬼門（北東）方向は閉まっている

⑤台所は東側がベスト

⑥トイレは北・東・南・西の正中線におかない

⑦塀は高すぎてもよくない

⑧階段は原則として外壁に沿って作る

⑨庭は建物と地相のバランスをよくする
⑩廊下は家の調和に重要な役割を持つ

年に4回ほど『土用』というものがあります、特に7月の『土用の丑』はうなぎを食べる習慣がありよく知られています ⑪玄関は全体のバランスを見た大きさ
土用の時期は季節を調節、変化させるころと言われています　春から夏　夏から秋　秋から冬そして冬から春 この条件がそろえば当然良い家相といえますが、
特に土用の時期の土は物を育てる力より、腐らせる力の方が強く作用するといわれています。 こだわる必要はありません、
その為、昔から土用の時期は土いじりはよくないとされ、土地の購入や家を建てるなどはよくないとされています　 むしろ一つでもよい家相があれば、吉相の住宅たと考えればよいのでは
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  家づくりの思い    NO27 

峰山町Ｎ邸 
純和風落ち着
いたフンイキ
が出てきまし
た 完成が楽
しみです 

久美浜町 Ｎ邸 いよ
いよ工事開始です  

与謝野町 Ｈ邸 
フロパンス風の
しゃれた建物に
なる予定です  

網野町 Ｉ邸 増
築工事ですが、
ＷＢ工法に思い
があります  
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